
 

 



Ⅰ 政権与党ANCの過半数割れ

南アフリカ共和国（以下南ア）で 2024 年 5

月 29 日，1994 年の民主化後 7 度目となる総選

挙（国民議会選挙）が実施され，与党のアフリ

カ民族会議（ANC）が得票率 40.18％で，初

めて単独過半数を下回った。選挙結果と選挙後

の南ア政治の動きに関する詳細は後述するが，

ANC は選挙前まで野党だった複数の政党との

連立政権を樹立することで，2029 年の次回選

挙までの国家の舵取りを担うこととなった。

ANC は 1912 年の創設以来，アパルトヘイ

ト（人種隔離）体制に対する解放闘争の中核を

担った歴史ある組織であり，ネルソン・マンデ

ラという世界史に名を遺す偉大な指導者を輩出

している。また，南アはアフリカ大陸で唯一の

G20 参加国であり，BRICS の一角を占め，先

進国水準の科学技術力を有し，アフリカ随一の

工業力とインフラを誇る国である。自由民主主

義の価値を共有し，欧米や中国との強固な経済

関係を維持しながらも，大国の言いなりにはな

らない。最近では，パレスチナ自治区ガザに対

するイスラエルの軍事攻撃停止を求める訴えを

国際司法裁判所（ICJ）に起こし，国際社会に

おける独特の存在感を示した。

そうしたグローバルサウスにおける「アフリ

カの代表」的な存在ともいえる南アにおいて，
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南アフリカの行方

：ANC初の過半数割れ

「アフリカの代表」的な存在ともいえる南アフリカで 5月末に行われた総選挙では，反アパルトヘイト闘争

を主導した功績により黒人大衆から強い支持を得てきたアフリカ民族会議（ANC）が 1994 年の民主化以

来，初めて過半数割れに追い込まれた。失業など山積する課題に対する有権者の不満が爆発した結果であり，

ANC総裁のラマポーザ大統領は国民統一政府の樹立を呼び掛け，白人・カラードを支持基盤とする最大野党

の「民主同盟（DA）」などと連立政権を組む。民主化後のANCの政策は新自由主義的思想に基づいており，

基本方針で DAとの間に齟齬はない。一方，総選挙で一定の支持を得たズマ前大統領率いる「民族の槍（M.

K.）」と，極左政党の「経済的解放の闘士（EFF）」はいずれもANCから分離した勢力である。両党が加わら

ない南アの新政権は，極左イデオロギー，汚職，歪んだ民族主義などと一線を画している。DAの連立政権へ

の参画は，ANCの政治家たちに緊張感をもたらし，汚職を抑止する効果をもたらすだろう。



黒人大衆から絶大な支持を得てきたANCが大

きく議席を減らした事態を，我々はどう解釈す

ればよいのか。南アの政治経済は今後どのよう

な方向に進むのか。本稿を執筆している 2024

年 6 月下旬時点で言えることには限りがある

が，以下，民主化後の南アの 30 年間を振り返

りながらこれらの問いについて考察したい。

最初に直近の国民議会選挙の結果について改

めて確認しておきたい。南アの議会は全国州評

議会（上院）と国民議会（下院）で構成され，

国民議会（定数 400 議席）は議員による互選で

大統領を選出している。国民議会選挙は 5年に

一度，全て比例代表方式で実施され，アパルト

ヘイト廃止後初めて行われた 1994 年 4 月の全

人種参加選挙以来，今回を含めて 7度の選挙が

行われてきた。

表 1は，1994 年以降 5 年の総選挙における

ANC の得票率の推移である。ANC は 94 年の

選挙で 62.65％を獲得した後，2014 年の 5回目

の選挙まで一貫して 6割以上の票を獲得し続け

た。とりわけムベキ大統領（ANC 議長）の下で

行われた 2004 年の 3 回目の選挙では 69.69％

と 7割に迫る票を獲得し，圧倒的な強さを見せ

た。しかし，6 回目の 2019 年の選挙では得票

率が 57.50％と初めて 6 割を切り，今回の選挙

で得票率は 40.18％まで下落し，過半数を大き

く下回ることになった。この結果，国民議会に

おける ANC の議席は改選前の 230 から 71 議

席減少して 159 となった。

今回の選挙には 52 の政党が立候補したが，

ANC 以外のおもな政党の得票率と獲得議席

は，最大野党の民主同盟（DA）が 21.80％で

87 議席，第 3党は新党の民族の槍（M.K.）が

14.59％で 58 議席，第 4党は経済的解放の闘士

（EFF）が 9.52％で 39 議席，第 5 党はインカ

タ自由党（IFP）が得票率 3.85％で 17 議席，第

6 党は愛国同盟（PA）が 2.06％で 9 議席──

との結果になった。なお，今回の投票率は，前

回の 66.0％から落ち込み，58.64％と過去最低

記録を更新した。

それぞれの政党の成り立ちや特質については

後述するが，単独で過半数を制した政党が存在

しない以上，国民議会において大統領を選出す

るためには，複数の政党が協力して候補者を擁

立せざるを得ない。過半数割れしながらも第 1

党となったANC の議長シリル・ラマポーザ大

統領は選挙から 1週間後の 6月 6日，各政党と

協力して国民統一政府の発足を目指す考えを発

表した。第 2 党の DA，第 5 党の IFP，第 6 党

の PAなどが呼びかけに応じた結果，ラマポー

ザ大統領は総選挙後に初めて開催された 6 月

14 日の国民議会で，投票総数 339 票のうち 283

票を獲得し，44 票に終わった EFF のジュリア

ス・マレマ党首に大差をつけて大統領に再選さ

れた。12 票は無効票で，M.K. は議会をボイ

コットした。
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表1 民主化後の南アの総選挙におけるANCの得票率と獲得議席の推移

1994 年 1999 年 2004 年 2009 年 2014 年 2019 年 2024 年

62.65% 66.35% 69.69% 65.90% 62.15% 57.50% 40.18%

252 266 279 264 249 230 159

（出典）Electoral Commission of South Africa のデータを基に筆者作成



Ⅱ 山積した課題，大衆の不満

民主化後の選挙で「常勝」を続けてきた

ANC は，なぜ今回の選挙で単独過半数を大き

く割ったのか。有権者のANC 離れの背景につ

いて，マスメディアでは，ANC の支持基盤で

あるアフリカ人大衆が失業，経済格差，電力不

足などの問題に対処できないANC政権に不満

を抱いた結果であると解説されることが一般的

である。

南ア統計局が総選挙直前の 5 月 14 日に発表

した 2024 年第 1 四半期（1〜3 月）の失業率は

前期比 0・8 ポイント増の 32.9％で，若年層

（15〜34 歳）に限ってみると 45.5％に達した。

2023 年の失業率 32.1％を人種別にみると，白

人 8.5％，インド・アジア系 11.7％，カラード

21.7％なのに対し，黒人は 36.1％と突出して

高い1)。問題は 1994 年の民主化の 2 年後の

1996 年の国勢調査における南アの失業率が

33.9％と，現在とほぼ同じ水準であったこと

だ。南アの大量失業問題は民主化から 30 年

経った現在も改善の兆しが見えない2)。

現在の南アにはアパルトヘイト時代の特権を

土台とする白人富裕層に加え，黒人向けのア

ファーマティブ・アクションとして民主化後に

導入された Broad-Based Black Economic Em-

powerment 政策（通称 BEE政策）等を通じて

出現した黒人富裕層が存在する。このため膨大

な失業者と富裕層の間に巨大な格差が生じてい

る。経済格差を表すジニ係数については，国に

よって調査年が異なり，データが存在しない国

もあるので国際比較は困難だが，入手可能な

データを比較する限り，南アのジニ係数は 0.63

（2014 年）で世界一高い。アパルトヘイト時代

の経済格差は人種差別に基づいて人為的に作り

出されたものだったが，南アでは民主化後も格

差が埋まらず，黒人社会内部での新たな格差拡

大も生じ，世界一の格差社会となっている3)。

有権者が政権党の統治能力に疑問を抱くきっ

かけとなりやすい事象としては，このほかに電

力不足に起因する停電の問題がある。南アでは

2007 年ごろから発電能力の不足が顕在化し，

2022 年からはヨハネスブルクやケープタウン

といった大都市でも，長い場合は 1 日に計 10

時間近い計画停電が行われるようになってい

る。一般的な火力発電所の寿命が 50 年とされ

る中，南アの国営電力会社 Eskom の保有する

各発電所の平均稼働時間は 45 年に達している。

設備の老朽化によって国内の総電力需要に対し

て 4000〜6000 メガワット分の電力が不足して

おり，2022 年の計画停電総時間は 3773 時間に

達した。年間 157 日間も停電していたことにな

る。Eskom は石炭火力発電の回復に注力する

としているが，需要を満たす供給の実現には最

低でも 2年かかると推定されている4)。

高失業状態の継続，世界一の格差社会，慢性

的な停電といった事象は，1994 年の民主化時

に黒人大衆が抱いた自らの生活が改善されるこ

とへの期待を失わせる理由として十分だろう。

民主化から 30 年が経過し，アパルトヘイト時

代の記憶を持たない有権者が増加している今

日，ANC が過去の反アパルトヘイト闘争を強

調することだけで黒人大衆の支持をつなぎとめ

ることは困難になりつつある。

Ⅲ 現実主義政党のANC

ANC は反アパルトヘイト闘争で旧ソ連の支

援を受け，民主化後も共産党と労組を支持母体
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としているため，白人主体で財界重視の DA

との連立を不安視する声がメディアで散見され

るが，それは杞憂だろう。ANC は党内に左派

を抱えながらも，民主化後の経済政策は新自由

主義を基調としているからである。

ANC は 1912 年に創設されたアフリカ最古

の政党だが，他のアフリカ諸国の解放運動組織

と比べると，組織を貫く思想という点で極めて

特異な性格を持つ。他国の解放組織の多くはア

フリカ民族主義を旗印に掲げて植民地主義者の

欧州人（白人）と対峙し，植民地解放闘争を

戦った末に独立後の政権党になった。これに対

しANC は，アフリカ民族主義ではなく非人種

主義を掲げ，個人の基本的人権の確立を求める

自由主義を思想的基盤に据えて創設されたとい

うユニークな性格を持つ。

その後，ANC は 1921 年に創設された南ア

共産党との関係を深め，1940 年代になると多

くのアフリカ人共産党員がANC に加入した。

また，1927 年にANC総裁になったジョシア・

グメデは，ジャマイカ黒人であるマーカス・

ガーヴェイが創始した黒人意識覚醒運動の影響

を受けた。したがって 1920 年代〜50 年代初頭

までのANC の中には，創設時に掲げられた自

由主義に加えて，共産主義，アフリカ民族主義

の 3つの思想が混在していた。

1950 年代になると，ANC 内では自由主義者

と共産主義が連携して優勢になった。ANC は

1955 年，アパルトヘイトに反対する南アのイ

ンド人組織などと連携して「自由憲章」を定

め，憲章の第 1条で「南アフリカは，白人，黒

人を含めて，そこに居住する全ての人民に帰属

する」という原則を掲げた。他のアフリカの

国々の解放組織が植民者である白人を欧州に押

し戻すアフリカ民族主義を掲げたのに対し，

ANC は南ア領土内における白人の存在も認め

た上で全人種の基本的人権の確立を求める方針

を掲げたのである。それから約 40 年後の 1994

年に民主化後初の大統領となったマンデラが就

任演説で「虹の国」という言葉で人種間の和解

と融和を宣言した思想的基盤は，この自由憲章

にあると言ってもよい。ANC 内で孤立したア

フリカ民族主義者が 1959 年に組織を離脱し，

パンアフリカニスト会議（PAC）を新たに立

ち上げた結果，ANC 内ではマンデラに代表さ

れる自由主義者と，反アパルトヘイト闘争を白

人資本家との階級闘争と位置付ける共産主義者

とが共存することになった5)。

白人政権最後の大統領であるフレデリック・

デクラークが 1990 年 2 月に 27 年間獄中にあっ

たマンデラを釈放し，翌 1991 年 6 月にアパル

トヘイト関連法を全廃すると，やがて実施され

る初の全人種参加総選挙におけるANCの政権

掌握が現実味を帯び始めた。アパルトヘイト廃

絶に全力を傾注してきたANC は，政権獲得後

の具体的な経済政策を有していなかったので，

国内外の約 100 人の研究者で構成するマクロ経

済研究グループ（MERG）を立ち上げ，1993 年

に『民主主義を機能させるために（通称MERG

報告）』と題する政策文書を発表した。そして，

この MERG 報告を土台にして ANC が政権公

約として掲げたのが「復興開発計画（RDP）」

であった。

1994 年の民主化前後には，政権獲得後のANC

の社会・経済政策は左派色の強い内容になると

予想する論調が存在していた。たしかに ANC

が公約とした RDP は積極的な格差是正を目標

としていた。しかし，ANC が目標を実現する

ための運営思想として選択したのは，社会主義

思想ではなく，歴史的に白人が支配してきた経
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済界の主張を大幅に取り入れた新自由主義思想

である。1994 年 11 月にマンデラ政権が議会に

提出した RDP 白書では，貧困層向け住宅建設

などの目標達成のための財源は，歳出の合理化

と経済成長による税収増によって捻出すること

が想定され，白人富裕層の財産の強制接収や企

業国有化といった社会主義的政策を通じた富の

再配分は否定された。

マンデラ政権（1994〜99 年）が目標を実現

するための運営思想として選択したのは，自ら

が策定したMERG ではなく，最後の白人政権

であるデクラーク政権（1989〜94 年）が策定

した「規範的モデル（NEM）」と称する新自由

主義的な経済政策であった。さらにマンデラ政

権は 1996 年，NEM を下敷きにした「成長・

雇用・再配分」という新自由主義的経済政策を

策定し，歳出削減による財政規律の重視，国営

企業の民営化，規制緩和，外資導入による製造

業育成を通じた成長の追求などを本格化した。

1999 年の総選挙で成立したタボ・ムベキ政権

（1999〜2008 年）の経済政策は，この GEAR

を軸に展開されることになる。

その後，腐敗したズマ政権下で南ア経済は混

乱を極め，2018 年に発足したラマポーザ政権

は市場重視の路線を堅持しつつ経済の再建に苦

闘している。

以上，ANC の歴史を駆け足で振り返ってき

たが，その歩みからは，ANC は全ての人間の

基本的人権の保障を求めて設立された自由主義

政党としての性格を現在に至るまで保ってお

り，経済運営においても裁量的な介入ではなく

経済主体の自由な活動を尊重する現実主義的な

人々の集団であることが分かる。反アパルトヘ

イト闘争における共産党や労組との連携は，あ

くまでも強大な白人政権と対峙するための現実

的な戦術の一環であり，ANC は，白人や財界

との妥協を拒む民族主義者でも左翼でもないと

いうことだ。

GEAR が策定された当時，南ア国内外の財

界はマンデラ政権の現実的選択を評価したもの

の，ANC と三者同盟を組んでいた南ア共産党

と南ア労働組合会議（COSATU）は，マンデ

ラ率いるANC 執行部を強く批判した。また，

アカデミズムの世界では，ANC の新自由主義

路線の選択によって南ア経済が安定したとして

し，当時の国内外の経済情勢の中では最善の選

択だったとの評価があるのに対し，左派の論客

は，ANC 執行部が新自由主義路線を選択した

ことにより，アパルトヘイト下で形成された格

差を是正する機会が失われたとマンデラ，ムベ

キ両政権を強く批判した6)。

そしてマンデラ，ムベキの政権運営とそれに

反発する勢力との対立が，その後のANC の分

裂へとつながり，今回 2024 年の総選挙におけ

る過半数割れの伏線となっていくのである。

Ⅳ 白人中心の政党との連立

今回の総選挙後，ラマポーザ大統領による国

民統一政府の呼びかけに応じてANCとの連立

を選んだ政党のうち最大のパートナーは，得票

率 21.80％で 87 議席を獲得した議会第 2 党の

民主同盟（DA）である。一方，大統領の呼び

かけを拒否し，ANC に対する敵対的姿勢を鮮

明にしたのは，得票率 14.59％で 58 議席を獲

得した第 3 党の新党の民族の槍（M.K.）と，

得票率 9.52％で 39 議席を獲得した第 4 党の経

済的解放の闘士（EFF）であった。

筆者が前節で記したANC の基本的性格と，

ラマポーザ大統領による国民統一政府樹立の呼
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びかけに対する各党の対応の違いを重ね合わせ

ると，何が見えてくるだろうか。

ANC と連立を組むことになった DA は，ア

パルトヘイト時代に白人リベラル政党として活

動してきた進歩党をルーツとしている。アパル

トヘイトを推進したのは国民党であったが，進

歩党は白人主体の政党でありながらアパルトヘ

イトに反対し，同時に共産主義にも反対してい

た。1994 年の民主化の際には民主党（DP）と

称したが，2000 年に他の政治勢力と合体して

DAと改称し，その後も様々な政治勢力を取り

込みながら支持を拡大してきた。表 2 は DA

の民主化後の選挙における獲得議席を示した一

覧だが，ANC に対する批判票の受け皿として

党勢を拡大し，近年は安定した 80 議席以上を

獲得していることが分かる。党のルーツは白人

の政党だったが，2015 年に結党後初めて黒人

のミュシ・マイマネが党首となり，黒人有権者

への支持拡大を志向する方針を強く打ち出し

た。

DAは議員，支持者ともに白人が多く，ANC

が民主化後に進めてきた黒人を対象とするア

ファーマティブ・アクション BEE に対しても

批判的である。また，そもそもANC は反アパ

ルトヘイト運動を主導した政党であり，一方の

DAは白人・カラードを支持基盤とする政党で

あることから，総選挙後でANC が過半数割れ

の敗北を喫した時点では，両者の連立は困難と

する論調が支配的だった。ANC 最高指導部

（党首や事務局長，全国議長など重要な決定を

担う 7人）は選挙直後の 6月 1日に開いた会合

で他党との連立について協議したが，席上，一

部メンバーから DA との連立に反対の声が上

がったという7)。

しかし最終的には，ラマポーザ大統領はDA

との連立を決断し，DA 側もこれを受け入れ

た。今回の総選挙で DA が掲げた公約を見る

と，アファーマティブ・アクションの BEE と

地方分権を巡る立場ではANC と異なるが，経

済成長を優先する姿勢や自由貿易の促進など経

済政策の大枠において，ANC の公約との間に

大きな違いは見られない。失業対策では，

ANC が 250 万人の雇用創出を約束し，DA は

200 万人だが，民間セクターの拡大を志向して

いる点では概ね共通している。喫緊の課題であ

る電力不足の問題では，DA が国営電力会社

Eskom の再編を打ち出し，ANCは官民パート

ナーシップでエネルギー供給体制の整備を図ろ

うとしている。そして何より，本稿で素描して

きた自由主義を基本的性格とするANCの歴史

を振り返れば，DAとの思想的・政策的距離は

それほど大きくはない。

一方，ラマポーザ大統領による国民統一政府

樹立の呼びかけを拒否し，ANC に対する敵対

的姿勢を鮮明にした民族の槍（M.K.）と経済

的解放の闘士（EFF）は，双方とも黒人大衆を

支持基盤とする点はANC と同じである。しか

し，M.K. と EFF は元々，ANC を飛び出し
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表2 民主化後の南アの総選挙におけるDAの得票数と獲得議席の推移

1994 年 1999 年 2004 年 2009 年 2014 年 2019 年 2024 年

1.73% 9.56% 10.88% 11.65% 22.23% 20.77% 21.81%

7 38 50 67 89 84 87

（出典）Electoral Commission of South Africa のデータを基に筆者作成



た勢力を核とする組織だ。マンデラから続く

ANC の「本流」を自負しているに違いない自

由主義者ラマポーザ大統領と連立を組むこと

は，両党にとって困難であるだろう。というよ

りも，むしろ，ラマポーザ大統領こそが両党と

の連立を望まず，自由主義的価値観を共有する

DAとの連立を望んでいたのではないか──。

筆者はそう見ている。

Ⅴ 極左，汚職，民族主義との決別

M.K.と EFFのうち，先に結党したのはEFF

である。EFF は 2013 年，その前年に ANC を

追放されたジュリアス・マレマが創設した政党

であり，「黒人のための南アフリカ」の実現を

目指す黒人民族主義を掲げ，時には「白人を殺

せ」などと主張して人種間の対立をあおること

で貧困層や若者の間に支持を広げてきた。ラマ

ポーザ政権下で ANC の党内が進むと，ラマ

ポーザ氏に反感を抱く左派系の支持者たちは

EFF に流れた。EFF の反白人のアフリカ民族

主義と反資本主義の極左的主張は，ラマポーザ

大統領とは全く相容れない。

もう一つの野党で M.K. は，2009 年 5 月〜

2018 年 2 月まで ANC 党首として大統領を務

めた後，汚職の疑いでANC を除名され，裁判

で有罪となり収監されたジェイコブ・ズマ前大

統領が総選挙半年前の 2023 年 12 月に立ち上げ

た新党である。ズマは今回の選挙で，M.K. の

候補者リストの筆頭に名を連ねていたが，南ア

の憲法裁判所は総選挙の 9 日前に「12 か月以

上の禁固刑を科されたものは刑期終了後の 5年

間，立候補資格はない」として立候補を認めな

かった。しかし，M.K. は，全国での得票率は

14.59％に過ぎなかったものの，ズマの出身地

ナタール州では圧倒的な強さで 45.93％を獲得

し，ANCの 17.62％を圧倒した。

ズマはムベキ政権の副大統領だった 2005 年

に武器輸入を巡る汚職嫌疑で解任され，レイプ

容疑でも告訴された。アフリカの地域大国を率

いるには全くふさわしくない人物というほかな

いが，2009 年にそのズマを大統領の座に押し

上げたのは，ANC 内の党内力学であった。マ

ンデラの後継者として新自由主義的経済政策を

推進して南ア経済を成長させたムベキに対して

は，国内外の経済界や国際金融団から高い評価

が寄せられた一方，経済成長下で格差が拡大し

続けたため，黒人大衆から政権への批判が高

まった。ANC の支持母体の共産党と南ア労働

組合会議（COSATU）の間でもムベキへの不

満が高まり，これら左派の声を糾合する形で党

内権力をムベキから奪い取ったのがズマであっ

た。

大統領就任後のズマ及び側近たちの権力乱

用と汚職は凄まじく，その行いは南アという

国家から富を収奪したに等しいとして「State

Capture（国家捕獲）」と呼ばれている。ズマ

政権時代の権力乱用の詳細は，レイモンド・ゾ

ンド憲法裁判所長官が委員長を務める国家捕獲

調査委員会（通称ゾンド委員会）が 2022 年 6

月にラマポーザ大統領に提出した最終報告書に

詳述されているが，そこではズマのみならず，

ANC 議員が党や党有力者への忠誠心を優先し

公益を見失っているとして，ANC 全体が厳し

く批判されている8)。

大統領就任後のズマの権力乱用に対しては，

ズマを担いだ共産党や COSATUなどの左派か

らも批判が強まり，2017 年以降は ANC 党内

からも大統領辞任を求める声が出た。これに対

し，ズマは自らの出身民族ズールー人のナショ
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ナリズム感情を煽ることで，自身に寄せられる

批判を大衆の力で封じ込めようとした。ナター

ル州に多いズールー人は南アの総人口約 6000

万人のうち 1000 万人近くを占めるとされる最

大の民族集団であり，ナショナリズムの強さで

知られる。ズマは元々，民族主義者ではなかっ

たが，汚職疑惑や権力乱用に対する批判が台頭

するたびに，ズールー社会向けのパフォーマン

スを繰り出してはナショナリズムを煽り，支持

者たちに威圧的・暴力的な行動を取らせること

で批判を抑え込んできた。

したがって，ANC は今回の総選挙後に DA

と連立を組むことにより，経済の混乱を招くこ

とが確実な極左的な主張，南ア政治を蝕んでき

た汚職体質，歪んだ民族主義と決別する好機を

得たと言えるのではないだろうか。

Ⅵ 外交は従来の路線を踏襲

ラマポーザ大統領は 6月 30 日に閣僚名簿（計

32 人）を公表し，ANC 20 人，DA 6 人，イン

カタ自由党（IFP）2 人，愛国同盟（PA）など

4 政党からそれぞれ 1 人ずつが入閣した。焦点

の貿易産業経済，財務，鉱業石油資源，電力エ

ネルギーといった経済関係の大臣ポストは

ANC が押さえたが，副大臣ポストはいずれも

DA が押さえた。最終的には ANC が主要経済

閣僚ポストを獲得して今後も経済政策を主導す

る姿勢を鮮明にしつつ，DAは副大臣ポストを

通じて一定の影響力を行使できる形になった。

最後に新政権の外交について考察しておきた

い。ANC にはソ連の支援を受けながら反アパ

ルトヘイト闘争を闘った歴史があり，ソ連（現

ロシア）との関係は民主化後に引き継がれた。

両国は 2006 年に友好協力条約，2013 年には包

括的戦略パートナーシップ協定を締結してい

る。ロシアのウクライナ侵攻を非難する国連総

会の決議の採決では，南アは一貫して「棄権」

を選択し，南ア国防軍がロシア，中国の両海軍

との合同海上軍事演習を実施するなど，ANC

政権は実質的にはロシア寄りの外交を続けてい

る。また，イスラエル・パレスチナの問題では，

南アは 2024 年 5 月，国際司法裁判所（ICJ）に

イスラエルを提訴し，ガザ地区のラファへの軍

事作戦停止をイスラエルに命じる暫定措置を引

き出した。かつてアパルトヘイトに苦しめられ

たANC はイスラエルについて，アパルトヘイ

トを推進したかつての南ア白人政権と同様の存

在と見做し，パレスチナ支持の立場を明示して

いる。

ANC のロシア寄りの姿勢に対しては南ア国

内にも批判があるが，選挙戦では失業問題や電

力不足などの国内問題に圧倒的に焦点が当た

り，外交は争点にならなかった。外交を担う国

際関係協力大臣には ANC の 40 歳の若手政治

家が就任したが，民主化後の南アが追求してき

た非同盟主義路線の外交に劇的な変化があると

は考えにくい。
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